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論 文 内 容 の 要 旨
戦 後 日本 の 中国 史 研 究 にお け る主 要 な 課 題 は 「停 滞 論 の 克 服 」 で あ り、 一 連 の 時 代 区 分 論 に
関 係 して 当該 時 代 の 問 題 と され た の は 「中 国 にお け る封 建 制 」 で あ った。 何 れ の 理解 に立 つ に
せ よ、 そ れ ら に共 通 す る 方 法 論 的 問 題 と して 、 「民 衆(人 民)」 対 「国 家(皇 帝 権 力)」 と い う
図式 的 な 認 識 が 一 般 化 され 、 皇 帝 権 力 は 支 配 ・収 奪 シス テ ム の デ ・ス ポ ッ トと して外 在 化 され
た こ とが あげ られ る。
前 近 代 中国 は 、 そ の 史 実 と して 、2000年以 上 の 長 き にわ た って 、 「皇帝 」 な るデ ・ス ポ ッ トを
中 心 と した 「王 朝 国 家 」 で あ っ た 。 も しか りに 、 そ れ が 近代 化 の た め に 「負」 の存 在 で あ り、
「抑 圧 機 構 」で あ った と して も前 近代 中 国 の核 心 の解 読 な く して、立論 は不 可能 な はず で あ る。
本 論 が 皇 帝 の 「属性 」 の 表 示 そ の もの で あ る祭 祀 ・儀 礼及 び 「帝 位 」 の継 承 とい った 問題 を解
読 して い くの は、 そ の 解 明 こそ が 当該 時代 中 国 の本 質 に迫 る鍵 と考 え るか らで あ る。 したが っ
て 、 本 論 の 目指 す も の は、 祭 祀 ・儀 礼 の 単 な る復 元 ・解 説 で は な く、 「皇 帝 制 度」 の 構 造 とそ
の現 実 世 界 との 関 係 性 の解 読 で あ り、 誤 解 を恐 れず に言 えば 、 ひ とつ の構 造 論 的 「政 治 史 」 の
試 み で あ る。
第1章
謁廟 とは宗廟(各 皇帝単独で立廟 されて いた前漢 の場合は 高祖廟)に 親謁す る儀礼で あ り、 、
特 に前漢 においては即位後直 ちに執行 され る儀式で あった ことか ら、その意義す るところの重
要性 は従来 か ら指摘 されて はいたが、儀礼 の意味や構造、 あるいは即位儀礼 との構造的な連関
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は明 らか にされない ままであった。 本章は このよ うな課題 を解 明 し、 さ らにそれ を手がか りと
して、漢唐問の帝位継承 と皇帝 「家」 の構造 にアプ ローチす る。
前漢 にあっては 「嗣君即位」 と 「蕃嗣纂業」 とにかかわ らず謁廟(高 廟親謁)が 「皇帝」 即
位 と同 日に行 われ ている。 この ことは前漢 の謁廟が即位式 に直接的 に組み込 まれた ものであ っ
た ことを明示 している。 前漢 の先帝 の葬儀 と即位式 の関係 は、武帝の即位 を契機 として 〈大葬
→即位〉の形式か ら 〈即位→大 葬〉 パターンへ と転換す る。 この ことは、即位の場が宗廟か ら
朝堂 へ と変化 した ことに対応 して、祖宗 の霊前 の即位でな くな った ことをフォローす るため、
謁廟な るも う一段 階の儀式が導入 された、 と理解 され る。 昭帝 以降は、 〈即位→謁廟→ 大葬〉
のパター ンが定着す る。注 目す べきは、大葬 が即位か らかな りの 日時 を置 いて行われ るよ うに
なる点で、即位式 とはほ とん ど直接 の関連 を失 った と判断で きる。つ ま り 〔〈即位 →謁廟〉 →
大葬〕 が朝堂即位確立後 の基本形式で あった。
後漢 の謁廟 の実 際を検証す ると、六朝時代 のあ り方 と見な されてきた 「嗣君即位 、拉無廟 見
之文、蕃支纂業、乃有虞謁之禮」の原則は、後漢初頭か ら既 に成立 して いた ことが確認できる。
皇太子以外か ら帝位 を継承 した者 のみが、即位後 に謁廟 を行 うという原則の成立は、前漢末か
ら後漢初期 にもとめ られ るので あ り、 また、それは唐代に いたって も継続維持 され た ことが確
認で きる。 この転換は、時期的 に王芥 によ る郊祀制度の改革:とその定着 とい う礼 制のみな らず
国家 イデ オロギー史上 の根本的な画期 に重な り合 う。『孝 経』 を理論的根幹 とす る至上 の 「孝」
の表 象たる郊祀 ・明堂 の祭天配祖 の確立 によ って、皇帝即位者は、何よ りもその実 践 を希求 さ
れた はずで あ り、即位後の謁廟はその継承要件 に不安の残る未了者 のみが実行す るよ うになっ
た。以降、郊祀が皇帝の正 当性 を表現す る装置 として重視 され、 整備 される中で、 謁廟 は帝位
の継承 の過程で一度は実施すべ き通過儀礼 として維持 された。
皇太子か らの即位者が即位後 に謁廟 を必要 としないのは、立太子時の謁廟 が同様 の意義 を持
つ と認識 されていたか らである。祖霊 による承認を とお して天命継受 の有資格者へ と参入 した
ことを象徴 する謁廟 の礼 は、 「皇 太子→天子 ・皇帝」 の継 承構造全体 に関係 を有 し、祖霊 は、
「皇太子」即位 時にお いて、 「嗣君」 たる彼 に 「奉宗廟」 の資格 を付与す る もので あった。 つ
ま り、立太子時の謁廟は先行 儀礼 として将来の帝位継 承を保証 ・正 当化 し、 また下支 えす る も
ので あ り、他方、 「蕃支纂 業」 の即位直後 の謁廟 は、彼 の身にいまだ欠如 して いる祖霊 の承認
をあ らためて確 認するための遡及儀礼 と位 置付け られ る。 このよ うに謁廟儀礼 は帝位継承 にあ
た って即位者当人の正当化の重要かつ不可欠の要件を構 成する一回性 の通過儀礼で あった。
皇太子の属性に 目を転ず る と、 皇太 子は皇后 とともに官品体 系の外 に位置す る。皇太子 は礼
制上、臣子 兼称であ り、 晋代 の議論の一部 には称 臣を除いて 「子」 を以て称すべ きとの意見 も
根強 く存在 した。皇帝が父たる天 に対 して 「臣」 を称 しなが ら、 同時 に 「天子」 た り得 る とい
う事実 を想起する とき、皇太子が皇帝の臣であ りなが ら、同時に 「子」 として他者 に対 して超
越的である ことは、皇帝 と天 との関係 を象徴的に模倣 している と理解 され る。 っま り、祖霊 に
よ って宗 廟へ の奉事 を承 認 され、 いわ ば 「聖別」 を うけた 〔皇 帝 ・皇后 ・皇 太子〕 は 〔天 ・
地 ・天子〕 の地上 におけるア レゴ リー として在る。 この意 味で皇太子 は父子 関係 と君臣関係 と
の結節点・ 「孝」 と 「忠」 との理想的な融合の場を視 覚化 し、 象徴す るのであ り、漢 か ら唐
にか けて、皇太子たるべき資質 として、 一見私 的な 「徳」 に映る 「孝」 ない しは 「仁孝」が強
調 され ることは故な しとしないのである。
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第2章
中国皇帝の即位儀礼 に 「天子即位」 と 「皇帝即位」 の二種 二段 階の儀 式が存在 した とす る西
嶋 ・尾形説の根幹的論拠の一つが主に 『朋府元鶉』記載 の唐後半期諸帝即位記事で あった。『冊
府元亀』 の記述は確 か に儀 式の具体像 の一定 の詳細 を伝 えているな ど極 めて貴重 な ものではあ
る、が しか し原史料の編纂 の手続 きに杜撰 さがあ り、他史料 と緻 密に比較 ・考証 した結果、二
段階 に見えたのは、引用原 史料 の文 と編纂者 の文 とが、 区別 されず に綴 られて いる ことか ら生
じた二重記載にすぎず、 先論の理解 は これ に由来す る誤読 である。 したがって、第1章 で明 ら
か にした漢代 の史料批 判 とあわせ考 えると、史料的 には 「天子即位」儀式 め存在 を証す るもの
は、一例 として存在 しないのである。
要するに、 即位儀 礼は旧説の 「皇帝即位」 に相 当す る冊立儀礼 ・璽綬伝達儀礼 を中心 と した
ものであった。唐代 の即位 までの過程 を概述すれば、<大崩→ 〔宣遺詔 ・〈移杖太 極宮 ・発喪〉〕
(数日後 ・通常 翌 日)→ 〔即位式(授 冊 ・進宝儀礼 〈於太極殿〉)〕(発喪 の数 日後)〉のご とく
である。全過程 を通 じても数 日間の ことで あった とはいえ、後漢 の定制で あった 「即 日即位」
は採 られ なかった。大崩即 日の即位は、帝位 の空 白を極限 まで圧縮す る配慮で あった と考 え ら
れる。そ うした視点 に立 つ とき、唐 の即位過程 は一見悠長 なもので あった と言わ ざるを得な い。
皇帝権 の空 隙を最 小限に止 める措置が唐代で はほぼ例外な く施行 され た 「皇太子監 国」で あっ
た と考 え られ る。
「天子 即位儀礼」 の不在 が、 「皇帝位」 の継承 を 「天 命」 と切 り離 して可能で ある ことを意
味す るので はなかった。禅譲革命 にあって は、前王朝最後 の皇帝か ら新王朝初代皇帝へ と璽綬
が伝達 され、 ついで新帝 は旙僚告天 して新たな王朝 を開始す る。 このとき問題 とな って いるの
は単 に個 としての旧帝 と新帝 の交替ではな い。何 「家」 と何 「家」 との交替なので ある。易姓
革命 と呼ばれ る所以で ある。告天 の最 大の核心 は、 「家」 の交 替、つ ま り 「易姓」 にある と理
解 され る。 とすれば、 同一王朝 の帝位継承 にお いては、天命の継承 は 「家」 を継承す ることの
内にあった との想定 が成 り立つ。王朝内継承 の場合 には、 〔「家」対 「家」〕の禅譲革 命 とは別
のチ ャンネル、つ ま り 〔「家」内〕のチ ャンネルで考えな くてはな らな い。すなわち、 「天命」
は受命者 を中心 とす る宗廟 に宿 るのであ り、前章で明 らか にした 「謁廟」 を中核 とす る儀礼的
プロセス によって皇帝位の継承 に寄 り添 って委譲 され るのであ る。それ故 にこそ、世襲継承が
天子思想 によって下支 えされ、 「家」が帝位継承の 「場」 として定立す る。
第3章
釈璽 とは、一般 に太学 に孔子(周 公)を 祭祀する国家儀礼 を言 う。 この誤 りとはいえない一
般的理解の故か、そ の具体像 につ いて十分な検討が加え られた ことは これ までなかった といっ
て よい。経書 とそ の注釈及び漢代 までの記録 を見る と1① 釈璽は本来、　を設けない祭儀 の様
式 を指す語で、②学 に先聖 ・先師 を四時祭祀する場合、あ るいは、学 における儀礼(特 に重 要
視 されたのが養老儀礼)の 一部 を構成 す る先聖 ・先師への告祭 にお いて も釈璽方式の儀 礼が行
われた(と 考 え られた)。③ しか しなが ら、鄭玄 時代 にもまだ 「釈 鍵=先 聖 ・先師 の祭 祀」 と
い う定立は曖昧で、ましてや国家儀礼の固有の名称 として確 立 していた とは考 え られない。 と、
いうことを確認できる。
『晋書』 の 「漢 世學 を立つ る と錐 へ ど も、斯 の禮 聞 く無 し」 との認 識 に反 して、漢 代 に太
学 ・辟雍 に孔子が祭祀 されていた可能 性は高いのだが、やは り先聖 ・先師のマツ リ 〈祭 ・祀 ・
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祠〉 を 「釈璽」 と呼ぶ ことはなか った。つ ま り特定の名称 を もって 国家祭祀の 中に位置づけ ら
れ た ものではなか った ことは確実 なのであ る。 「先聖 ・先師 の祭祀」=「 釈璽儀礼」 の即 同が
生まれ るのは、皇帝 ・皇太子 の親祭 によ る大礼の挙行 とい う前史 にない行為 を待 って のことで
あ り、そ の転換点が魏 の少帝斉王曹芳 によ る孔子の祀 りであった。
8歳で即位 した斉王芳は三度 にわたって経書を講 して後、太常 を辟雍 に遣わ して孔子 を祭 ら
せ た。儀式は在京百官 を前に した一大ペー ジェン トで あ り、彼は まず講経 ・釈璽 をもって群臣
の前 に 自己 を表現 した。斉王芳 は前皇帝明帝 の実子 ではない。r魏氏春秋』がか ろ うじて文 帝
の同母弟任城王彰 の孫 と伝 え るが、「其の 由来する所 を知 るものな き」疑惑の王権 であ る。本来、
最大 の拠 り所で あるはず の 〈血の正当性〉 が疑惑 の対 象そ のもので ある以上、それ を補完す る
象徴性の獲得は必要不可欠であ り、講経 によって表徴 されたであろ う 「好学 ・聡明の少年天子」
の像 こそ明帝後継皇帝曹芳の誕生の姿であった。
晋 の恵帝は 自ら釈璽儀礼を執行 し、ついで慰懐太子がそれ につづ くことで、故事が確立する。
しか るに、実際の恵帝は、 儀礼的表象 とは正反対 の 「不慧」 という極めて重大なハ ンデ を抱 え
て いた。嫡長子たる恵帝 には、帝 王 としての個 人的な能 力に疑問が あった。武 帝は息子 の 〈能
力的な正 当性〉 を儀礼的象徴 によって表 示 しよ うとした。皮 肉な ことにそのため に択び取 られ
た のは 〈血の正 当性〉 の欠落 した斉王芳による故事だ ったので ある。その意味で恵帝の釈璽 は
いわば王朝国家の将来 を賭 けた象徴 としてのパ フォ「 マンスであ った と言い得 よ う。 西晋で は
辟雍が漢代 的な伝統 的儀礼 である養老 ・大射 の場で あった のに対 し、釈璽は太 学を儀礼 の場 と
して辟雍の儀礼か ら独立 した。 換言すれ ば、釈貧は ここに、「太学 に於ける 〈学生=皇 太子(皇
帝)〉の儀礼」 として定 立を見、そ して学 にお いて一般 に周公 ・孔子 を祭祀 する ことを釈璽 と
称す る認識 が確立する。
東晋以降、 釈璽儀礼 は幼年皇帝及び皇太子 の人格的(能 力的)皇 帝権継承資格 を表徴す る儀
礼(東 晋穆 帝 ・孝武帝 が釈 貧 ・元服 を機会 として親政 を開始 して いることはその明証である)
として急 速に形式化 ・ステ レオタイプ化 し、例外的事例 を除けば、幼年者が 〈講 『孝経』→釈
璽〉 を成人儀 礼 としての通過儀礼 たる冠礼前後 に生涯ただ一度執 り行った。
この ことは釈璽 が 「帝位継承過程 の通過儀礼」 として明確化された ことを意 味す る。釈璽 に
先行す る講経 も 『孝経』 に固定化 され、 〈講 『孝経』→釈 璽〉 がセ ッ ト化 され た儀 礼 を構成 す
る。呪物 としての 『孝経』 を講ず る ことは、 もはや本来講経が持つ学問 としての行 為か らは切
り離され て、釈貧 を行 うた めの形式的行為=「 儀礼」 とな る。人間 としての個 を超 えて儀礼 的
装置を経 て定立 され る皇太子 は 『礼記』文王世子篇 に端的 に示されるよ うに道義 の根本で あ り、
〈天子の子〉 としてそ の存在 自体 が 〈天子 の孝〉 の呪物で あった。かかる性格 は 『孝経』 を講
して(そ の述作 者 とされ る)孔 子 を祭 る時 に極大化 され るといってよい。
立太子 時の謁廟儀礼が祖霊 を媒介 と して天命 の継承 を保証する 〈霊的通過儀礼〉 であるのに
対 し、 〈釈貧 ・冠礼〉は天命継 承者 が皇帝権 を執行す る ことが可能 な ことを表示す る 〈身体 的
通過儀礼〉 であ り、最終的 に前皇帝 の命 による冊立儀礼(即 位儀礼)に よって皇帝権 が委譲 さ
れる。本来 は この三段 階(立 太子 ・冠 ・即位)の 通過儀礼は全て在廟の儀 式であった(と 観念
されていた)か ら、 も ともとは全て祖霊 の眼前で行われ るはず の ものであったが、 前漢初期 に
儀礼 の場が宮殿 に移行 した ことによ り、いずれか の段 階で特 に謁 廟を行 う必要が 生 じたの で
あ った。 そ して、幼年即位 の頻 出によって 〈霊 ・肉〉両面 の通過儀礼は冠礼の時期に集約 され
る傾向を生 じ、 さ らに 『孝経』 と 「孔子像」 というフェテ ィシュを媒介 とした釈璽儀礼 によっ
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て補強 ・強調 され るようにな った と概 括できる。
現実 の皇太子か らの即位者 に目を転ず る と、特 に南朝では、 宋前 ・後両廃帝、 南斉鯵林 王 ・
東昏侯、陳廃帝 ・後主 といった典型的な暗君が輩 出す る。儀 礼のシ ンボ リズム とは全 く対 蹄的
な現実 に驚か され る。 しか しなが ら、 この ことは、一方、皇太子への帝権 委譲は比較的 に安 定
的で あった という皮 肉な事実で もある。南朝は皇太子の人格的欠格の極限的状況 にもかかわ ら
ず、比較 的にそれが廃立 問題 として表面化 しない。 この ことは逆 に、 望まれ るべ き 〈「嫡長 子
→皇太子」→皇帝〉 という礼的規範 に準拠 しようとす る指向性の強 さを示す。 ただ し、かかる
礼的規範準拠性 は、本来的な礼的規範尊重 の敬盧 さによ るものではな く、明 日を も計 りがたい
不安 状況ゆえ に こそ、 「嫡子不 易」 のタブーは侵 犯を許 さぬ呪言 として意識的 にせ よ、無意 識
的 にせ よ、重 い制約 として脅迫観念 とな った ことの反映であ る。それゆえ 「嫡 子不易」 のため
に こそ幼年立太子 に固執 し続 け、礼 を歪 めて も早婚 に走 った と考え られ るのであ る。
第4章
国家祭祀 の中核で ある郊祀制度の展開 の上で、唐玄宗朝 に成立 をみ る 『大唐開元礼』 は、南
北朝以来 の祭 祀制度 の本格 的な集大成で あ り、後世 の制度 はおおむね これ を範 とす る。
郊 祀制度 に関する 限 り、 「開元礼」は概ね 「顕慶 礼」 に準拠す る ものであ った。 しか しなが
ら、「顕慶礼」は北朝以来 の制度 を継承 した 「貞観 礼」に対 し革命的な変更 を加え るものであっ
たために、制定後そ の可否 をめ ぐって紛糾す る。顕慶礼 に示 された郊祀制度の変革は、「開元礼」
によって再確 認され るのを待 って始 めて安定 した。
この 「顕慶 礼」制定 に関 して交わ され た主 に鄭玄説 に拠 る長孫無忌 と王粛説 に拠 った許敬宗
との議論 には、本来 きわ めてプ リミテ ィブな呪術 に起源す る祭祀が礼論 のなかで如何 に解釈 さ
れ、さらに時間の経過 にともない変 質 してゆ くのか、また、それ が実 際の執行 にお いて 「ズ レ」
を生ず るのか、 といった ことについて興 味ぶか い内容 を含 むので あるが、如何 にも繁雑なため
本 文 に譲 る。 ともか く王 粛説 に拠 って、鄭 玄 の六 天説 ・郊丘 異処 説 を否定 し、 円丘 ・正 月祈
穀 ・明堂 の祭神 を全 て昊天上帝 と して成 立 をみ た 「顕慶 礼」 であ ったが、 「時 に許 敬宗 ・李義
府用事 し、其 の損益す る所、多 く希 旨に渉 り ・行用已後、学者紛議 し、以て貞観(礼)に 及ば
ざる と爲す」 と酷評 され る。 かか る評価 は 「顕慶礼」 の内容 の理論 的な是非 というよ り、その
内容 の革新性 が該時期 の政治状況 とリンク したと ころに生 まれた衝撃 と、 いつの時代 にも保守
的な官僚層 の当惑 とが、か かる評価 を生み 出 した原 因の中心で あったと思われ る。 当時、貞観
末期か ら政界 を主導 して きた長孫無忌 の権勢 は、永徽6年(655)の武后立后 を転換点 に、危機
に瀕 していた。 一方、許敬宗等 は武后擁立 を契機 として政権 の中枢 を掌握 しつつあ った。かか
る状 況の もと、 あえて長孫 無忌 の唐朝創建以来 の伝統 に忠実な上奏 を採用せず、許敬宗 の革新
案 を採 ったのは、確信犯 的な政治的 シンボ リズム と して の利用で あ り、長孫無忌体制 の終焉 を
意 味 した。
上記の評価 にみる混 乱の故であったろうか、 ほ どな く基本的 には鄭玄説 に依 りつつ、明堂 に
は昊天上帝 と五帝 を総祭す る こととし、 しか も配侑 について は全て の祭祀 に高祖 ・太宗 を並配
する こととなった。 さ らに高宗崩後 には、全て の天祭地祀 に高祖 ・太宗 ・高宗 を並配す るよ う
になる。三祖 の 「功」の大きさを古今 に隔絶す ると し、 「稽古之饒辛」に近づ くよ り、皇帝の 「因
心之旨」 に則 る、 とい うのがその認識で あった。高宗 の 「功」 を高祖 ・太宗 に比肩 させ武后の
母后 臨朝 の正統性 を強化す るための措置 であった のは疑 いない。
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一見す ると政治的利用の側面が 目立つのであるが、 この過程 を通 じて、次 のよ うな変革が も
た らされ、時代 に受容 された ことは重要である。 すなわち、①鄭玄説 の特色で ある郊祀 ・宗廟
の原理 の整合化 ・統一化の追及は、 後漢王朝の現実 の祭祀 を基礎 に、宗廟の原理 と配侑帝 との
相 関関係 を経学的 に創造(捏 造)す る ことによって、祭天儀礼 と宗廟 との不可分性 を理論化す
るもので あったが、宗廟 における世代秩序が祭 天儀 礼に反 映され な くな り、②そ して宗廟 の血
縁 的な秩序 か ら分離 された配侑帝 の資格 の根拠 として皇帝 の成 し遂げ た王朝への貢献一 「功」
が強調 され、祭祀執行者の 「心情」 が制度決定の根拠 として是認 され る。
この背後 には、古典的注釈学の規範的権 威の低 下 と、古今未曾有 の大唐帝国 の 「功」 を依 り
所 に 「我 自 り古 を作 る」 と意識 された、施祭者側 の強烈な主体性 とを窺 うことがで きる。要す
るに、郊祀の 「孝」の祭祀 と して の理念 の強調 と、祖先の功績の顕賞の強化 をテコに した、「皇
帝 の祭祀」つ ま り皇帝(王 朝)崇 拝儀礼 としての郊祀のあ り方 の再確立で あったと見なす こと
ができるので ある。
第5章
武周王朝 は、 中国史上唯一無二の女帝 を戴 く異形の帝国である。本章 は武周 の国家祭祀 の解
読 を手がか りに、そ の異形 の様 を積極的 に読み解 くことを通 して、盧 陵王(中 宗)召 還 に帰結
せ ざるを得 なか った武周政権 の本質 を解明す る。
これ まで、一般 に武周王朝 の成立は一個の王朝革命たる ことが 自明視 され てきた。 しか しな
が ら武周革命 に至 る過程 にお いて、主た る力点は 「天子」 有資格者 として の武后個 人の聖化 に
おかれ、王朝創立 に当って本来 の禅譲形式 によ り得ず、 また創立後 も明堂 ・宗廟 の大祭祀 に唐
皇帝 を配祀す るな ど、親唐王朝的立場 を不断 に宣明す ることを強い られ ていたのであ り、 この
意 味で王朝交替 なる事実 は曖昧化 され、革命性の不明瞭な 「革命」 なる ことが特徴 とされ る。
この ことは、言 い換 えれば武周王朝 の独立 した王朝国家 としての未成熟 を意 味す る。 かか る脆
弱さを明示す るのが皇嗣容宗 の存在 に他な らな い。 しか し一方で、かかる容 宗の存在 こそ、武
周革命 を容 易に承認 しよう としな い官僚層 を政権 に結び付け、譲歩 させ る役割 を果 していたの
であ り、 あ くまで も唐王朝 の保護者、継承者で あることを通 して武周政権 は正当性 を保持 でき
た。
そ もそ も武周革命 という事件 は、政権 中枢 を武氏一族 ・姻戚で独 占し、正規ルー ト出身の士
大夫官僚 を排 除 したうえで、強 引に既成事実化 させ られた もので あ り、恐怖 政治 を手段 とせず
には革命 を実現 しえなか った革命推進派 の勢 力的広が りの狭 さを示 している。潜在的な官僚層
の反発 と不 承認は武后 の予想 を超 えて根強 いものが あった。革命 という既成事実 にもかかわ ら
ず、武承嗣 立太子 の革命派 の運動 は、 その度 ご とに士大夫官僚 の根強 い反発 と抵抗 一国家秩
序の維持者 としての彼 らの主体 的意識 の前に頓挫 した。
武后 自らが一旦 は廃位 した盧 陵王の召還 は、唐王朝 か ら離れて真 の正 当性 を確立す ることの
で きなかった武周王朝 の必 然的な帰結 である。皇嗣 を擁護 し、最終的 に盧陵王召還 を実現す る
主体 たる外 廷士大夫官僚 は、 その度 ご とに武后在位 の正統性が高宗 の顧託 中宗 ・容宗の母
太后 としての武后の存在 に究極 の基礎 を もち、 収約 され る ことを操 り返 し強調 し、武周王
朝の非独立性 と暫定性 を主張 し続 けた。換言すれば、武后及び武 周王朝 は、政権獲得 の出発点




崇道皇帝 と して知 られ る玄宗 によって形作 られる唐後 半期 の国家祭祀体 系は、道教 的 ・方術
的 シンボ リズム を大胆 に取 り込んだ独特の様相を示 している。そ うした 『大唐開元 礼』 か らは
大 き く逸脱 した現実は、 これ まで十分な考察 を行われて こなか った。
天宝年間、玄宗はそ の道教への崇拝 を国家的制度の上に反映 させ、荘子 以下の道家 の四書を
儒教経典 に勝 る 『真経』 として位 置づけ、 さらに 『道徳経』 を全経書の首 座にお いて、 いわば
道教優位 の`儒 道一体'と で も言 うべ きもの を国家の基本理念 として形作った。 かか る理念は
王朝 の始祖老子 を 『道』 とr孝 』 との集約的媒体 として祀る太清宮 において凝縮 して象徴化 ・
視覚化 され、その端的な表象 として、文宣王(孔 子)は 玄元 皇帝(老 子)の 前に侍立せ しめ ら
れたので ある。 〔玄元皇帝:文 宣王〕 の関係 は同時に 〔『道徳 経』一 『四真経』:『孝経』一 『五
経』〕 の関係 なのであ る。かか る太清宮 にお いて今上玄 宗の像が玄元皇 帝に侍立 し、帝室 の昭
穆が序 され ることは、象徴の次元 では唐朝が玄元皇帝の守護 下 ・統治下にある ことを表 象する
と考え られ る。
九宮貴神祀 とい う方術的国家祭 祀の創設によって完成 され る国家最高 レベル の祭祀体 系は、
昊天上帝一 九宮貴神一 太清宮一 宗廟 に序列化 され、昊天上帝 は太清宮に降霊す る老子 の天上に
お ける本体で ある元始天尊 ・太上道君 ・太上老 君 と同一視 された と考 え られ、地 上の太 清宮 に
侍す る玄宗及諸先帝は まさに天上の九宮貴神に相応す べき存 在なのである。 また、 九宮貴神祀
とその誕生 に密接 に関連する とお もわれる扮 陰后土 ・壽 星壇 の祭祀はいずれ も方術的祭祀 の流
れ を汲む もので あ り、特 に九宮貴神が水旱か ら盗賊 に至る国家的災害の防止を、后土 が年穀 を
祈 るもので あった ことは、その祈誓呪術 的性格 の強 さを窺 わせる もので、 この時代、 国家 もし
くは皇帝が道教や仏教 に期待 した もの と共通 の性格 を見 いだす ことができよ う。 しか し、構造
的 にみるな らば、それ らは単なる 「祈誓」 なのではない、全 国に設置 され た開元寺 ・観お よび
紫極宮 にお ける国忌行香 ・誕節祝 賀の儀礼に見 るよ うに、礼 学的祭祀枠 を超 えた皇帝(国 家)
崇拝儀礼 としての国家祭祀の再生強化 の、 その中心 的に位置 する皇帝 自らの神聖 呪術 として企
まれた ものであった。
歴 史的 にマ ク ロに見 るな らば、経書 の記述 に拘泥 して国家 的な象徴 の創 出のエネルギ ー を
失 った儒教 に替わって、デ ・スポ ッ トに密着 した儀 礼の場 を しめたのが道 ・仏二教 であったの
であ り、玄宗の方術 的な祭祀は皇 帝の本来有す る(と され る)マ ジカル な力を再創造 の試 み と
も見なせ るのである。 しか し、そ れは玄宗 の個 人的 ヒステ リアではない。 む しろ、北魏諸帝 の
道壇 での儀 式、南朝 梁の武帝 の儀 礼的捨 身等 を端 的な前例 として祖母則天武后 にいた る、六朝
後半期か らの一連のムーブ メン トの延長において考 え らるべきである。言 い換 えれば、 中国中
世の 『王権』がその底流 に秘めていたヌーメ・ン、 マジカル な呪術性 を道教や仏教 のシンボ リズ
ムを借 りつつ、国家的 レベルで表現 し、再創造 ・再体 系化 したのが玄宗で あ り武后で あった と
考 え られ る。退廃の時代 としてマイナスの評価 が定着 して している天宝期 であるが、少 な くと
もかか る側面 に限 っては 中世的r王 権』 の完 成期 と見 る こともできよ う。
最後 に、各章か ら明 らかなよ うに、① 国家祭 祀の展 開の上で、 最大 の画期 は王芥 による郊祀
改革 ・明堂建設 を中核 とする儒 教的礼 教国家 の象徴 の確立 と唐武后 ～玄宗 の儒 ・仏 ・道三教 を
調整 ・掌握 ・動員 した国家儀礼 の再確 立で ある と思われ るが 、それ を中国史全体 のなか に どの
よ うに位置づ けるべきか。② あ らゆる面で膨大 なエネルギ ーを傾 けた 「消 費」で ある祭祀 ・儀
礼 を社会 ・経済史の問題 として どのよ うに開いてい くか。今後 の研究課題 と したい。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、序言、本論六章、及び後記 とか らなる。
まず序言では、前近代中国が王朝国家 として具現 していた以上、戦後我 国の中国史研究 が外
在的デスポ ッ トとして考察 を軽視 して きた皇帝制度 の解 明 こそが、 中国社会 の本質 に迫るため
には不可欠である と主張 し、 皇帝の属性 を直接的に表示す る国家 ・皇帝 に関わ る祭祀 と儀礼 の
関連構造 とそれ と現実世界 との関係性 とを読み解 くことを通 して、漢か ら唐 に至 る政治構造 の
史的展開を究明す る との独 自の姿勢を明示す る。
第一章 「漢 よ り唐 に至る帝位 継承 と皇 太子」では、謁廟儀 礼 と皇太子位 との関係性 に着 目し、
皇帝 位継承の儀礼構造 とそ の史 的展 開を論究す る。す なわ ち、前漢初期、宗廟か ら朝堂へ の即
位 の場の変更に伴 って生 じた、 祖宗霊前か らの即位 式の分 離を補完すべ く導入 され たのが謁廟
の儀 で、当初、そ れは即位式 に組込 まれ ていたが、 王葬 の祭祀制度改革 によって即位儀礼か ら
切 り離 され、以後 、皇太子 か らの即位 者は立 太子 時に先行儀礼 として行 ない、即位後 の謁廟は
外 藩か らの嗣位者 のみが行 うに至 った実情 を丹念 に跡づ け、 『孝経』 に根拠す る至上 の 「孝」
の表 示たる郊祀 ・明堂 の祭天配 祖が天子 ・皇帝 の聖性 の公 開的象徴で あるのに対 して、謁廟儀
礼 は、祖廟 に宿 る天命 を継受す るための通過儀礼 として位置づ け られた と論定 し、祖廟 を媒体
とす る儀礼 的手続 きによる世襲 的帝位継承 の母体 として の 「家」の意義 を浮 き彫 りにす る。個 々
の儀礼 を関連構造 と して具体的 ・歴史的 に解読す る という斬新 の方法 を用 いた本論文 の基軸 を
なす好篇 である。
第二章 「唐代後 半期 の即位儀礼」 につ いて は、前章 を踏 まえて綿密な検討 を重ね、王朝内帝
位継承 にお ける天命 の授受 は、受命者 たる祖宗 を中核 とす る宗廟 を媒介 と して、謁廟儀礼それ
自体 に内在 して いた ことを明 らか に し、 「天子即位」 と 「皇帝即位」 との二重二段 階の即位 式
を要 した とす る旧定説 の誤 りを訂 したもので ある。 因み に、論者 の所説が、現在、学界共通 の
理解 と して受 け容れ られて いる。
第三章 「魏晋南朝 の帝位継承 と釈璽儀礼」 は、従来、先聖 ・先師の祭祀 という理解以上 に出
なか った釈璽儀礼 の国家祭祀 として有す る構造的意義 を掘 り起 した もので ある。すなわち、漢
代で は祭儀 の方式 を言 う経学用語 にす ぎなか った釈貧が、 固有 の国家儀礼 として実施 された最
初が、魏の斉王芳、晋 の恵帝 において、しか も公開の経書講義 とセ ッ トであ った事実 に注 目し、
帝位継承 に難点 のある両帝 の正 当性 を保証 ・確認すべ く設定 された新儀礼な ることを明 らか に
し、以後、東晋南朝期 を通 して、幼年皇帝及び皇太子の人格的 ・能力的皇帝権 継承資格 を表示
す るた めに、冠礼前後 に果すべ き通過儀礼 として定着す るに至 った経緯 を詳説 し、呪物 として
の 『孝経』講義 と孔子 祭祀 とを通 して皇太 子は、 「〈天子 の子〉 としてそ の存在 自体が 〈天子の
孝〉 の呪物」 として表示 された と意義づ ける。
第 四章 「唐高宗朝 におけ る郊祀制度改革 をめぐる論議 につ いて」は、唐代高宗及び武后の政
権掌握時の郊祀制度 に関する議論 と制度改変 を解析 して、唐 の郊祀解 釈が六朝の礼学的規範 を
超 出して、唐先帝 の 「功」 と現皇帝の孝心 という 「情」 を根拠 とする方向 に転換 して行 く実勢
を見 出 し、そ の動 きを、 「孝」の理念 と祖先の功績 の顕彰 を挺子 とした皇帝(王 朝)崇 拝 儀礼
の再構築で あると論定す る。
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第五章 「武周政権論」 は、武后 の後継者 問題 を切 り口にして 同政権下 の国家祭祀 を分析 し、
同政権 は、 通説の如 き一個独立 した王朝な どではな く、唐朝母太后王朝 とこそ規定 さるべ きで
ある と結論す る。祭祀 ・儀礼か ら当権者 の政治的意志 を読み解 く手法は斬新で、通説的な武后
王朝像 に大幅な修正 を迫った学的意義 は少な しとしな い。付論 「北門学士考」 も武后の政権 掌
握過程で重要 な役割 を担 ったブ レイ ン集団 に検 討 を加え、本章での理解 を再確 認する。
第六章 「玄宗朝 の国家祭祀 と 『王権』 の シンボ リズム」 は、前の第四章の成果 を踏 まえて考
察 を進 め、崇道皇帝玄宗 の宗教 ・祭祀政策 と体系 を具体的に再構成 してその特異な様相 を明 ら
か に し、特 に祖先祭の大祭祀執行の場たる太 清宮 に璽置された老子(玄 元 皇帝)は 、唐 の始祖
で あると同時 に、時空 を超えた世界の守護 者 として祭 祀され た と指摘 しつつ昊天 上帝 一九宮貴
神 一太清宮 一宗廟 と序列的 に編成 され た唐朝 中枢 の祭祀体 系に皇帝(王 朝)崇 拝強化 の意志 を
見出 し、 こうした玄宗朝のあ り方は、 単なる特殊 的現 象ではな く、 六朝後 半期か らの仏 ・道両
教 を国家祭祀の中 にとりこもうとしてきた一連 の運動 の到達点、す なわ ち、 中国中世王権 の完
成体 とこそ捉え らるべきだ と結論す る。従来、宗教史的観点か ら断片的 に取 り上げ られ るに止
まった諸事 象を、 国家祭祀 の長期的展 開の視座か ら捉 え直 した意欲的論考で ある。
以上の如 く、 本論 文は、斬新か つ独 自の視点か ら、漢唐間 の国家構造 の展開 と国家祭祀 ・国
家儀礼 の解釈 に、従 来 にな い新た な理解 を提 示 した ものであ り、貴族 制論 に偏 って、王 朝国
家 ・皇帝制度 の内在 的究 明を等閑 に付 して きた 旧来の 中国 中世政治史研 究 に一石 を投ず るもの
である。 とりわ け、皇帝位継承の関連構造、及び即位儀礼 に対す る新解 釈は、従来 にない深化
を示 してお り、 あわせ て、祭 祀 ・儀 礼 を単な る復元研 究 を超 えて、 「国家」構 造の重要 な表徴
として解読す る手法 は、 中国 中世国家論 に新たな展望 を拓 くものであ り、斯学の発展 に寄与す
るところ大な るものが ある。
もとよ り、豊富な蓄積 を誇る貴族制研究 の成果 とどのよ うに関係 づけるのか、祭祀 ・儀礼 を
創案 し推進 した歴史的主体は何なのか、 といった問題、加 えて論者 自身 も記す如 く、 本論 が提
起 した国家祭祀 ・儀礼 における漢の王葬執政期 と唐武后 ・玄宗期 との二 大転換期 を中国史全体
に如何 に位 置づ けるべ きか、あ るいは、膨 大 な 「消 費」 的行為 で もあ る国家祭 祀 ・儀 礼 を社
会 ・経済史 をも含 んだ国家論へ とどのように関連せ しめて い くか、 といった重要な問題が残 さ
れてい るが、 この こと自体、本 論の視 角 と解 明 とによって新 たに提起 され てきた課題 と して、
研究 の さらなる進 展を促す ものであ り、む しろ本論 の意義 を証す るものと こそ見なすべ きで あ
ろ う。
よって、本論文 は博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るもの と認め られ る。
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